
☆
フ
ァ
ミ
リ
ア
横
浜
店
開
店

９
月
６
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
の

横
浜
店
が
元
町
通
り
３
丁
Ⅱ

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
８
１
．
５
０
６
０
）

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

異
国
調
の
元
町
通
り
に
合
わ

せ
た
お
店
は
、
素
焼
の
ス
ペ
イ

ン
が
わ
ら
を
赤
く
ぬ
っ
て
彩
り

さ
く
ら
の
木
の
生
地
を
生
か
し

た
ド
ア
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の

イ
ン
テ
リ
ア
。
店
内
も
動
物
柄

の
壁
紙
に
カ
ー
テ
ン
と
楽
し
い

零
囲
気
。
商
品
椛
成
は
他
店
と

一
緒
だ
が
、
や
や
輸
入
も
の
を

多
く
と
り
入
れ
て
い
る
と
の
聯

、

コマツャ ･ ファッション
◆ショ

☆
ち
ん
が
ら
屋

現
代
の
新
柄
に
意
欲
的

呉
服
の
ち
ん
が
ら
屋
（
セ
ン

タ
ー
街
・
さ
ん
ち
か
店
）
で
は

８
月
均
・
即
日
、
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
２
Ｆ
大
ホ
ー
ル
で
、

恒
例
の
「
秋
の
珍
趣
会
」
を
開

い
た
。今

回
は
〃
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の

紺
を
着
る
″
と
い
う
粋
な
テ
ー

マ
の
下
に
、
紺
を
主
調
色
に
し

た
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
を
染
め
上

げ
斬
新
左
線
の
流
れ
と
華
麗
な

色
彩
が
緋
か
な
訪
問
着
、
中
振

袖
、
紺
の
渋
さ
を
上
手
に
い
か

し
た
帯
地
、
枠
好
み
の
コ
ー
ト

地
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

「
美
術
界
に
お
け
る
モ
ダ
ン
ア

ー
ト
は
色
々
な
形
で
試
み
ら
れ

☆
ち
ょ
っ
ぴ
り
秋
だ
な
あ

三
愛
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

９
列
４
日
、
三
愛
の
〃
ア
イ

ム
・
ハ
ッ
ピ
ー
〃
シ
ョ
ー
が
開
か

れ
た
。
か
わ
い
い
木
椅
子
が
並

べ
ら
れ
た
サ
ン
プ
ラ
ザ
ラ
３
Ｆ

フ
ロ
ア
ー
で
〃
茶
″
を
テ
ー
マ

に
展
開
さ
れ
た
シ
ョ
ー
は
、
楽

し
い
お
し
ゃ
く
・
り
あ
り
、
ぶ
ど

う
や
り
ん
ど
う
の
花
…
…
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
何
と
な
く

秋
を
感
じ
た
一
時
だ
っ
た
。

三愛の楽しいフロアー・ショー

神戸百店会
だより

’
3３

現代の柄にとりくんだちんがら屋展示会

リ

て
い
る
が
、
き
も
の
界
に
あ
っ

て
、
こ
れ
ほ
ど
大
胆
に
と
り
入

れ
た
の
は
一
種
の
冒
険
と
も
い

え
る
も
の
」
と
、
現
代
の
着
物

に
意
欲
的
に
賭
け
る
展
示
会
で

あ
っ
た
。

☆
パ
リ
ー
・
イ
ン
・
コ
ウ
ベ

コ
マ
ッ
ヤ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

婦
人
服
地
・
お
仕
立
て
。
プ

レ
タ
ポ
ル
テ
の
コ
マ
ッ
ヤ
が
、

９
側
２
１
７
日
、
さ
ん
ち
か
広

場
で
、
第
８
回
Ⅵ
！
”
秋
か
ら

冬
へ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ

ー
と
展
示
会
を
開
い
た
。

「
パ
リ
ー
・
イ
ン
・
コ
ウ
ベ
」

の
テ
ー
マ
の
下
に
、
５
．
６
川

の
両
日
行
な
わ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
シ
ョ
ー
で
は
「
詩
人
の

館
」
「
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
」
左

ど
と
名
付
け
ら
れ
た
ヤ
ン
グ
ミ

セ
ス
調
の
シ
テ
イ
ス
ー
ッ
や
イ

ブ
ニ
ン
グ
認
点
が
登
場
し
た
。

ｂ
Ｂ
０
Ｅ
０

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
元
町
通
り
２
丁
目
、
舶
来
服
飾
雑
貨

の
サ
ノ
ヘ
が
Ⅲ
月
記
、
鯛
日
、
一
言
Ｉ

ポ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
２
Ｆ
の
大
広
間
で
恒

例
の
〃
フ
ラ
ン
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
フ

ェ
ア
”
を
開
く
。
ド
ゥ
ザ
ー
プ
ル
社
を

は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
メ
ー
カ
ー
の
氾
年
春
夏
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
発
表
さ
れ
る
。
注
文
す
る

と
体
に
合
わ
せ
て
純
製
、
来
春
パ
リ
か

ら
直
送
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
好
評
。

☆
御
木
本
真
珠
（
国
際
会
館
一
Ｆ
）
で

は
岨
月
旭
、
四
日
、
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
で
、
秋
の
新
作
展
示
会
を
開
く
。

大
阪
に
お
い
で
の
時
は
ど
う
ぞ
。

☆
蛸
の
壷
の
東
京
店
が
、
ピ
ル
建
設
協

力
の
た
め
、
７
月
５
円
よ
り
移
転
し
ま

し
た
。
旧
店
舗
よ
り
道
玄
坂
を
や
や
下

っ
た
建
設
中
ピ
ル
の
向
い
側
で
、
新
店

舗
住
所
は
、
東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
二

の
九
の
九
光
真
ピ
ル
木
内
メ
ガ
ネ
店

地
下
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
３
Ｉ
４
６
１
１
２
３

９
２

★
ト
ア
ロ
ー
ド
、
姉
人
服
飾
雑
貨
の
ス

ギ
ヤ
が
阪
急
神
戸
店
に
８
月
孤
日
、
支

店
を
出
し
ま
し
た
。
寄
っ
て
み
て
は
？

★
姉
人
服
飾
の
セ
リ
ザ
ワ
が
商
品
券

（
五
百
円
券
）
を
発
行
し
て
い
震
す
。

さ
ん
ち
か
店
、
セ
ン
タ
ー
街
店
、
サ
ン

プ
ラ
ザ
店
、
大
丸
前
紳
士
服
飾
店
、
大

丸
前
卿
人
服
飾
店
の
五
店
共
通
。
趣
味

の
う
る
さ
い
方
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
。

★
風
月
堂
で
は
、
ア
ー
モ
ン
ド
に
コ
コ

ア
を
ま
夢
し
た
〃
ア
ー
モ
ン
ド
プ
ラ
リ

ネ
“
を
新
発
売
。
夜
の
テ
ィ
ー
菜
子
に

も
、
ド
ラ
イ
ブ
に
も
香
ば
し
い
お
い
し

さ
で
す
。
袋
入
り
薯
２
０
０
雷
３
０

０
．
お
つ
か
い
も
の
に
は
Ｈ
持
ち
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
入
蕃
２
５
０
。

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
の
ヱ
ス
タ
ー
ニ
ュ
ー
ト

ン
に
イ
タ
リ
ア
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
社
の

パ
ン
ヌ
ー
・
べ
上
ベ
ッ
ト
の
ジ
ャ
ー
ジ

ー
素
材
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
あ
り
室
す
。

薪
や
す
い
お
酒
落
溌
で
す
。
葛
３
４
，

０
０
０
。
ま
た
今
秋
か
ら
”
ジ
ャ
ン
・

パ
ト
ウ
“
の
新
作
が
入
荷
し
ま
す
。

患

蕊蟻
城.Ａ
Ｐ謡’
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一
☆
啓
蒙
図
書
の
紹
介

誕
生
日

あ
り
が
と
う

一
連
動

ｎ
月
６
Ｕ
国
際
会
館

出
淡
・
石
井
好
子
・
加
藤
登
紀
子
・

堀
内
ミ
キ

☆
さ
ん
ち
か
ミ
ス
テ
リ
ー
パ
ッ

ク
セ
ー
ル

、
月
１
日
ｌ
妬
Ｈ
全
店

三
千
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
方
に
抽
選

で
フ
ラ
ン
ス
の
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

☆
Ｃ
Ｒ
ホ
ー
ル
で
ユ
ニ
ー
ク
な

湯
山
昭
作
品
研
究
の
会

昨
年
度
芸
術
祭
大
賞
を
受
け

た
作
曲
家
の
湯
山
昭
さ
ん
を
神

戸
へ
迎
え
て
、
十
一
月
二
十
一

日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
須
磨

の
ラ
ジ
オ
関
西
Ｃ
Ｒ
ホ
ー
ル
で

「
湯
山
昭
作
姉
研
究
の
会
」
が
、

ア
カ
デ
ミ
ー
神
戸
ゆ
め
の
サ
ロ

ン
（
神
戸
市
兵
庫
区
熊
野
町
一

丁
目
七
二
Ｔ
Ｅ
Ｌ
五
二
’

八
九
Ⅷ
三
）
の
主
催
で
開
か
れ

る
。プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
ピ
ア
ノ
曲

集
（
子
供
の
国
）
が
小
学
生
中

心
に
、
ピ
ア
ノ
曲
（
Ⅲ
曜
日
の

ソ
ナ
チ
ネ
）
が
中
学
生
中
心
に

発
表
さ
れ
、
ゲ
ス
ト
に
、
子
供

の
う
た
を
、
胡
谷
音
楽
閲
の
園

児
が
、
合
唱
物
語
を
、
コ
ー
ロ

ポ
ル
テ
ー
ー
オ
が
出
演
。
歌
曲

〈
カ
レ
ン
ダ
ー
〉
を
主
催
者
の
柴

田
多
嘉
子
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
伴
奏

し
、
吉
田
郁
子
さ
ん
が
歌
う
。

簸
後
は
湯
山
昭
さ
ん
の
お
話

で
、
は
じ
め
て
神
戸
を
訪
れ
た

現
代
日
本
の
代
表
的
な
作
曲
家

を
囲
ん
で
、
湯
山
作
品
を
愛
す

る
人
た
ち
が
参
加
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
会
だ
。
（
入
場
無
料
）

☆
第
一
回
神
戸
市
民
会
議

開
か
れ
る

「
あ
す
の
神
戸
の
た
め
に
」
と

題
し
て
、
第
一
回
神
戸
市
民
会

議
が
九
月
十
三
日
午
後
一
時
か

ら
兵
庫
県
歯
科
医
師
会
館
で
開

か
れ
た
。
こ
の
市
民
会
議
は

「
豊
か
な
神
戸
の
町
づ
く
り
へ

市
民
の
創
意
と
英
知
を
結
集
し

よ
う
」
と
神
戸
青
年
会
議
所
が

提
唱
し
た
も
の
で
、
住
み
よ
い

神
戸
を
つ
く
る
た
め
に
市
民
、

行
政
、
企
業
の
三
者
が
一
体
と

な
っ
て
考
え
よ
う
と
い
う
の
が

ね
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
日
集
ま

っ
た
の
は
各
界
、
各
層
の
代
表

約
百
人
で
、
宮
崎
市
長
、
栖
崎

副
知
事
も
参
加
し
、
公
害
問
題
、

物
価
問
題
な
ど
身
近
か
な
問
題

が
真
剣
に
話
合
わ
れ
た
。
こ
の

円
は
初
め
て
の
会
議
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
を
機
会
に
三
者
が
一

体
と
な
っ
た
対
話
の
場
を
さ
ら

に
も
ち
た
い
と
い
う
宮
崎
市
長

の
挨
拶
で
第
一
回
の
幕
を
閉
じ

た
。☆

〃
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル

さ
ん
ち
か
″
催
物
案
内

パ
ル
リ
・
ド
ゥ
姉
妹
提
携
と

さ
ん
ち
か
６
周
年
を
記
念
し
て

楽
し
い
催
物
が
い
っ
ぱ
い
。
秋

は
さ
ん
ち
か
で
フ
ラ
ン
ス
通
に

左
っ
て
下
さ
い
。

さ
ん
ち
か
広
場
の
ご
案
内

☆
パ
ル
リ
ウ
イ
ー
ク
セ
ー
ル

加
月
１
日
１
６
日
ま
で

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
切
手
・

ポ
ス
タ
ー
・
リ
ト
グ
ラ
フ
・
ワ
イ
ン
・

お
か
し
な
ど
が
フ
ラ
ン
ス
と
同
じ
値
段

で
買
え
蛍
す

☆
デ
ッ
サ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

〈
テ
ル
ト
ル
広
場
で

絵
を
か
こ
う
〉

加
月
７
日

神
戸
在
住
の
画
家
の
指
導
の
も
と
に
外

人
を
モ
デ
ル
に
デ
ッ
サ
ン
し
た
絵
を
コ

ン
テ
ス
ト
し
き
す

☆
さ
ん
ち
か
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

加
月
９
，
．
ｍ
日

第
１
部
パ
リ
の
香
り
は
さ
ん
ち
か
か
ら

第
２
部
世
界
の
モ
ー
ド
は
パ
リ
か
ら

☆
さ
ん
ち
か
写
真
撮
影
会

、
月
３
日

☆
フ
ラ
ン
ス
名
川
祭

加
月
聡
日
ｌ
認
日
農
業
会
館

フ
ラ
ン
ス
映
画
の
上
映

☆
さ
ん
ち
か
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
フ

エ
ス
テ
イ
バ
ル

木
連
動
は
、
誰
に
で
も
年
に
一
度
め

ぐ
っ
て
く
る
誕
生
日
を
機
会
に
、
精
神

薄
弱
児
（
者
）
を
正
し
く
理
解
し
、
あ

た
た
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
心
を
通
わ

せ
よ
う
と
い
う
啓
蒙
運
動
で
す
。

こ
の
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
啓
蒙
図
譜
を
発
行
し
て
い
ま

す
の
で
細
介
し
ま
す
。

「
ち
え
お
く
れ
の
話
」
神
戸
大
学
助

教
授
伊
藤
隆
二
著
、
Ａ
五
版
一
一
八
パ

ー
ジ
、
飯
価
二
百
円
（
〒
共
）

「
共
に
育
つ
」
糸
賀
一
雄
誰
演
集
Ａ

五
版
八
○
ペ
ー
ジ
、
頭
価
二
百
円
、
送

料
五
十
円

「
糸
賀
一
雄
氏
と
そ
の
思
想
」
京
都

梢
姉
短
大
教
授
野
上
芳
彦
箸
Ａ
五
版
二

三
ペ
ー
ジ
、
額
価
六
十
円

「
精
神
薄
弱
対
策
の
基
本
的
な
考
え

方
」
前
神
戸
市
民
生
煽
長
桧
前
敏
彦

椿
、
Ａ
五
版
三
○
ペ
ー
ジ
頒
価
五
十
円

送
料
三
十
五
円

「
考
え
よ
う
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
、
栓
前
敏
彦
箸
、
Ｂ
四
版
二

六
ぺ
Ｉ
ジ
、
頒
価
五
十
円

「
大
き
く
な
っ
た
ら
」
ち
え
お
く
れ

の
子
の
作
品
集
、
京
都
楕
雄
短
大
Ｖ
Ｙ

Ｓ
編
集
、
Ａ
五
版
二
○
ペ
ー
ジ
、
競

価
二
百
週
十
円
、
送
料
、
五
十
円

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
す
す
め
」

野
上
芳
彦
箸
、
Ａ
五
版
二
六
ペ
ー
ジ
、

頒
価
六
十
円

申
込
み
は
本
運
動
本
部
ま
で

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
前
砥

話
二
五
一
－
八
一
六
一
内
線
二
五
八

振
替
口
座
神
戸
一
二
五
五
九
番

１
３４
１

J ｛
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☆
赤
ち
ゃ
ん
の
お
肌
に
も
ど
る

話
題
の
ミ
ル
ク
リ
ー
ズ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
に
な
り
た

い
女
性
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。

ミ
ル
ク
リ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る

ス
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
の
美
顔
美

容
ク
リ
ー
ム
の
登
場
。
一
本
千

二
百
円
だ
が
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

洗
顔
・
パ
ッ
ク
の
三
つ
の
効
果

を
あ
げ
、
皮
膚
が
つ
や
や
か
に

赤
ち
ゃ
ん
の
肌
に
も
ど
る
。
主

成
分
は
牛
乳
タ
ン
パ
ク
質
な
の

で
、
肌
の
弱
い
人
、
あ
ぶ
ら
顔
、

ニ
キ
ビ
で
困
る
人
に
は
何
よ

り
。神

戸
で
は
、
国
際
会
館
の
ペ
ニ
ー
毛
皮

店
化
粧
品
部
・
○
七
八
（
二
二
一
）
三
三

二
七
。
ま
た
は
神
戸
っ
子
緬
集
部
○
七
八

（
二
二
一
）
七
○
三
七
で
取
り
扱
い
中
。

発
売
元
／
ミ
ル
ク
リ
ー
ズ
本
舗
東
京
・
銀

座
出
雲
ピ
ル
３
Ｆ
釦
号
Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
三
（
五

七
一
）
二
八
六
関
西
地
区
大
阪
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｔ

Ｙ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
六
（
二
六
二
）
○
五
四
七

☆
さ
ん
チ
カ
で
珍
し
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
画
展

開
か
れ
る

九
月
九
日
か
ら
十
四
日
ま
で

サ
ン
チ
カ
の
三
菱
ホ
ー
ム
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
珍
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
而
展
が
開
か
れ
た
。

「
夙
川
グ
ル
ー
プ
」
の
五
人

の
若
い
女
性
（
阿
曽
セ
ツ
子
、

神
行
節
子
、
北
富
美
子
、
高
沢

民
子
、
三
村
知
子
）
の
作
品
で

フ
ー
ノ
ッ
シ
ョ
ン
面
に
ス
パ
ン
を

使
っ
た
の
は
は
じ
め
て
の
試

み
。
デ
ザ
イ
ン
両
を
指
導
し
て

作
品
が
紹
介
さ
れ
る
ｃ

ま
た
十
月
一
日
か
ら
十
三
日

の
一
週
間
、
葛
飾
北
斎
展
が
、

そ
ご
う
神
戸
店
の
九
階
特
別
催

会
場
で
開
か
れ
る
。

肉
筆
画
五
十
余
点
に
、
富
獄

三
十
六
景
な
ど
有
名
な
版
画
二

○
○
点
も
展
示
さ
れ
る
（
主
催

日
本
経
済
新
聞
社
）
美
術
の
秋

に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

☆
養
老
院
の
人
々
を

花
柳
芳
恵
一
子
リ
サ
イ
タ
ル
に

八
月
二
十
一
日
に
神
戸
国
際

会
館
で
開
か
れ
た
「
花
柳
芳
恵

一
子
リ
サ
イ
タ
ル
」
に
、
六
甲

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
神
戸
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
神
戸
市

内
の
養
老
院
の
お
年
寄
り
二
七

○
名
を
招
待
し
た
。

実
川
延
若
と
芳
恵
一
子
の

☆
ジ
ャ
ッ
ク
エ
ス
テ
ル
作
品
と

葛
飾
北
斎
展
が
お
目
見
得

九
月
十
三
日
、
帝
国
ホ
テ
ル

で
、
そ
ご
う
が
フ
ラ
ン
ス
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
〃
ジ
ャ
ッ
ク
エ
ス
テ

ル
〃
の
新
作
品
を
発
表
し
た
。

ジ
ャ
ッ
ク
・
エ
ス
テ
ル
は
、

東
京
、
メ
キ
シ
コ
両
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
ユ
ニ
ホ
ー
ム

の
デ
ザ
イ
ン
で
知
ら
れ
た
人
。

神
戸
そ
ご
う
の
九
月
三
十
日

か
ら
の
フ
ロ
ア
改
装
に
と
も
な

っ
て
、
三
階
レ
デ
ィ
ス
フ
ロ
ア

で
、
神
戸
で
も
は
じ
め
て
彼
の

花柳芳一さんから花たぱを贈られるお年寄り

ジャックエステル氏

「
か
さ
ね
」
、
中
村
胴
椎
と
の

「
お
さ
ん
茂
兵
術
」
な
ど
、
お

年
寄
り
に
は
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
幕
合
を

利
用
し
て
、
花
柳
芳
一
師
匠
が
、

代
表
の
お
年
寄
り
に
花
束
贈
呈

も
あ
り
、
古
典
、
創
作
舞
踊
に

ひ
た
っ
た
一
日
と
な
っ
た
。

☆
期
待
さ
れ
る

人
形
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ウ

神
戸
在
住
の
ユ
ニ
ー
ク
な
司

会
者
、
腹
話
術
師
と
し
て
活
躍

中
の
竹
村
ま
こ
と
さ
ん
が
、
こ

の
、
月
鉦
Ｈ
午
後
一
時
、
四
時
、

六
時
半
の
三
回
に
わ
た
っ
て
ラ

ジ
オ
関
西
Ｃ
Ｒ
ホ
ー
ル
で
「
人

形
と
共
に
巧
年
」
と
題
し
た
人

形
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
を
開
く

人
形
劇
一
す
じ
に
打
込
ん
で

き
た
竹
村
さ
ん
が
肥
年
の
成
果

を
結
集
し
、
ま
た
新
た
な
飛
蹄

を
目
ざ
し
て
開
く
も
の
だ
が
、

こ
の
シ
ョ
ウ
で
は
お
な
じ
み
の

〃
ピ
コ
ち
ゃ
ん
″
の
他
に
〃
チ

ャ
コ
ち
ゃ
ん
″
の
二
つ
の
人
形

を
使
っ
て
の
腹
話
術
や
文
楽
人

形
の
三
番
史
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

新
企
画
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

入
場
券
（
五
百
円
）
は
、
新
聞
会
館
、
国
際

会
館
の
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
。

☆
近
代
美
術
館

美
術

ガ
イ
ド

認
爵
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マキ

L ｊ

の
ホ
ー
ル
、
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

に
や
っ
て
く
る
。
加
月
３
日

（
日
）
６
時
半
、
前
売
八
百
円
、

当
日
九
百
円
。
連
絡
先
西
宮
二

二
’
二
九
一
五
田
中
方
。

浅
川
↓
、
キ
が
好
き
で
好
き
で

た
ま
ら
な
い
と
い
う
女
の
子
た

ち
と
、
神
戸
で
何
か
や
り
た
い

と
い
う
男
の
子
が
、
新
聞
で
仲

間
を
募
っ
て
三
十
人
を
集
め
や

っ
と
実
現
し
た
企
而
。
マ
キ
も

こ
の
日
の
た
め
に
新
曲
を
作
っ

て
く
れ
る
な
ど
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
意
欲
的
だ
。

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ー
ン
ズ

の
店
岡
本
に

国
鉄
本
山
駅
と
阪
急
岡
本
駅

の
中
間
位
置
に
、
コ
ー
ヒ
ー
と

ピ
ザ
の
店
〃
ヴ
ィ
ヴ
ァ
・
ハ
ー

フ
〃
が
こ
の
七
月
オ
ー
プ
ン
し

た
が
、
そ
の
一
角
に
ジ
ー
ン
ズ

専
門
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
パ

ン
タ
ロ
ン
・
タ
イ
プ
の
股
上
が

て
い
る
の
に
一
驚
し
た
。

神
戸
と
い
う
町
を
背
景
に

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
付
加
価
値
の
あ
が
る
商
品

で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
し
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
い
い

商
品
が
堂
々
と
全
国
に
そ
の

名
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
流

行
の
商
品
が
神
戸
で
実
験
的

に
販
売
さ
れ
、
全
国
に
流
れ

て
い
く
場
合
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
神
戸
と
い
う
町

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
セ

ン
ス
が
ど
れ
ほ
ど
す
ぐ
れ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
を
見
事

に
実
証
し
て
い
る
。

浅

い
る
安
原
万
住
代
さ
ん
は
「
現

実
の
ゴ
ミ
ゴ
ミ
し
た
世
界
を
離

れ
て
、
少
し
で
も
き
れ
い
な
夢

を
…
…
。
」

と
こ
の
企
画
の
意
図
を
説

明
。
通
行
人
も
思
わ
ず
足
を
と

め
て
、
こ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

な
作
品
に
見
と
れ
て
い
た
。

☆
黒
の
魅
力
の
浅
川
マ
キ
公
演

弔
○
の
目

黒
の
ド
レ
ス
に
長
い
髪
。
「
夜

が
明
け
た
ら
」
「
か
も
め
」
な
ど

を
歌
い
、
若
者
の
心
を
と
ら
え

て
放
さ
な
い
浅
川
マ
キ
が
、
黒

ｌ
３Ｇ

ｌ

神
戸
を

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
に

情
報
産
業
の
代
表
的
な
も

の
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
が

あ
る
。
神
戸
は
モ
ダ
ー
ン
な

町
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

果
た
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
が
ど
の
よ
う
に
息
づ
い
て

い
る
の
か
確
か
め
て
み
て
、

非
常
に
心
強
い
成
績
を
あ
げ

一
ぃ
鍵
灘
驚
擢
蕊
識

冒
静
罷
も
面
・

蕊
吋
一
蕊
騨

花時計

浅
い
〃
ハ
ー
フ
″
（
生
地
は
Ｕ

Ｓ
Ａ
京
都
の
若
者
に
よ
る
製

品
）
を
主
体
に
、
原
の
、
リ
バ

イ
ス
、
ビ
ッ
グ
ジ
ョ
ー
ン
、
ブ

ロ
ッ
サ
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
が
揃

い
、
ホ
ワ
イ
ト
ジ
ー
ン
、
赤
、

ピ
ン
ク
、
ス
ト
ラ
イ
プ
も
あ
る
。

「
商
売
は
初
め
て
な
の
」
と

い
う
〃
ハ
ー
フ
〃
店
長
の
吉
倉

京
美
さ
ん
は
元
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

・
モ
デ
ル
。
喫
茶
店
は
板
ば
り

の
壁
に
ブ
ル
ー
、
赤
、
黄
の
原

色
を
配
置
し
た
お
も
し
ろ
い
イ

ン
テ
リ
ア
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

シ
ョ
ー
も
で
き
そ
う
。

セ
ン
ス
の
い
い
商
品
を
創

り
出
す
と
い
う
こ
と
は
大
切

な
こ
と
だ
が
、
す
ぐ
れ
た
選

択
が
で
き
る
消
費
者
が
住
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一

朝
に
し
て
形
成
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
、
大
変
根
強
い
真

似
の
で
き
な
い
こ
と
な
の
で

あ
る
。この

神
戸
の
土
地
柄
を
生

か
し
て
さ
ら
に
、
す
ぐ
れ
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
に
進
め

た
い
も
の
で
あ
る
。

世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商

品
が
パ
リ
か
ら
流
れ
て
い
た

時
代
が
い
ま
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ

る
。
（
Ｙ
）

ｉ

ｌ妻i， 当
料辱闇亀

ファッション画展より

新
住
所
は
、
神
戸
市
東
灘
区
御
影
町

郡
家
字
庄
田
２
３
４
ふ
じ
ハ
イ
ツ
〒
６

二基

★
酒
の
み
ら
し
く
酒
ど
こ
ろ
灘
の
御
影

に
か
わ
り
ま
し
た
と
、
行
動
美
術
の
貝

原
六
一
さ
ん
、
さ
ち
子
さ
ん
ご
夫
妻
か

５
８
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
（
８
４
１
）
２
１

５
５
で
す
。

☆
タ
レ
ン
ト
の
マ
リ
ア
・
リ
グ
レ
ス
テ

，
ィ
さ
ん
が
、
神
戸
を
離
れ
て
西
宮
に
移

転
さ
れ
ま
し
た
。
西
宮
市
門
戸
西
町
十

四
－
十
二
甲
東
剛
ハ
イ
ツ
三
○
二
号
〒

６
６
２
で
ん
わ
（
０
７
９
８
）
５
２
１

１
１
４
３

☆
東
京
の
早
川
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
で
活

躍
中
の
港
野
千
穂
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど

東
京
都
港
区
麻
布
我
善
場
町
十
六
・
サ

ン
マ
ン
シ
ョ
ン
２
０
５
へ
移
転
さ
れ
ま

し
た
。

☆
元
道
化
座
の
伊
吹
健
さ
ん
は
、
九
月

六
日
よ
り
、
松
山
バ
レ
エ
団
訪
中
公
演

の
舞
台
監
督
と
し
て
北
京
に
出
発
さ
れ

ま
し
た
。
（
伊
吹
さ
ん
の
住
所
は
尼
崎

市
束
園
田
町
五
丁
目
一
三
二
）

☆
国
際
会
館
一
階
の
ベ
ー
ー
ー
毛
皮
店
井

口
良
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
五

月
二
十
七
日
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
、
そ
の
後
を
妹
さ
ん
の
大
島
福
栄

さ
ん
が
継
続
し
て
営
業
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
元
神
戸
大
丸
婦
人
服
部

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
経
歴
を
生
か
し

て
フ
ァ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ

ら
れ
る
そ
う
で
す
か
ら
お
引
立
て
の
ほ

ど
を
。

☆
神
戸
青
年
会
議
所
理
事
長
の
木
下
健

さ
ん
が
渦
森
台
の
眺
望
バ
ッ
グ
ン
の
地

に
新
居
を
か
ま
え
ら
れ
ま
し
た
。
新
住

所
は
、
神
戸
市
東
灘
区
渦
森
台
三
丁
目

一
五
ノ
ー
（
〒
六
五
八
）
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７

８
（
８
４
１
）
７
４
１
５
で
す
。

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
の
神
戸
宝
石
は
、
十
月

一
日
の
開
店
を
機
に
神
戸
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
と
改
名
さ
れ
ま
し
た
。
、
社
長
谷
路
一

夫
さ
ん
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
３
３
１
）
０
６
９
０

ハーフの吉倉さん

嗣
○
団
因

ら
通
知
が
あ
り
ま
し
た
こ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



1３７

ＳＡＲＡ
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菊薫るとき、斐羅も１０月２２日で満２周年
を迎えました。日頃のご愛顧に感謝をこ
めて、２１日２２日２３日をサービスデイとい
たしますのでお気軽にお立寄りください
ませ。〈田中 ; 享子＞

馨…濯
生田区中山手通１丁目９１（0 7 8 ) 3 9 1 - 1 6 4 7

ゆったりと落ち着いたスペースで

新しい“味”をご賞味ください。

;識
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あ
ら
す
じ
二
年
前
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
佳
は
、
母
剛
子
と
の
生
活
に
息
．
つ
ま
り

を
感
じ
、
米
国
系
海
運
会
社
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
に
勤
必
に
出
る
こ
と
に
し
た
。
あ
る

日
、
佳
は
願
成
寺
の
墓
地
の
暗
が
り
で
会
っ
た
村
重
船
長
と
名
乗
る
老
人
か
ら
、
偶

然
自
分
の
父
、
村
林
祐
作
の
過
去
を
知
る
。
そ
の
父
が
久
し
ぶ
り
に
航
海
を
終
え
て

神
戸
に
帰
っ
て
き
た
。
が
、
催
の
心
は
お
だ
や
か
で
な
か
っ
た
。

口
連
載
小
説
1８

小
山
牧
子

え
・
石
阪
・
春
生

父
と
娘
（
３
）

佳
が
一
の
谷
の
台
地
へ
帰
り
つ
い
た
と
き
、
桧
葉
垣
の
む
こ
う

に
件
立
す
る
館
に
は
人
の
気
配
は
ま
っ
た
く
な
く
、
蘭
子
は
ま
だ

夜
の
会
合
か
ら
帰
宅
し
て
い
な
い
ら
し
か
っ
た
。

立
枯
れ
た
木
の
よ
う
な
風
貌
を
も
つ
無
人
の
館
は
、
こ
の
館
の

住
人
で
あ
る
佳
の
帰
館
を
も
こ
ば
む
か
の
よ
う
に
、
無
表
情
に
冷

え
て
い
る
。
灯
火
を
消
し
た
窓
た
ち
は
す
べ
て
、
月
も
な
く
星
も

な
い
凄
惨
な
そ
の
夜
の
空
の
一
片
を
か
き
と
っ
て
き
て
象
眼
し
た

か
の
よ
う
に
、
暗
い
鉛
色
に
沈
み
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て
な
に
か

建
物
の
内
部
に
ひ
そ
む
陰
湿
な
も
の
を
吐
き
だ
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
、
奇
妙
に
暗
捗
な
輝
き
を
、
あ
た
り
の
虚
空
に
放
っ
て
い
る

の
だ
っ
た
。

こ
の
陰
気
な
風
貌
で
冷
え
る
無
人
の
館
に
足
を
踏
み
い
れ
る
た

め
に
は
、
住
み
な
れ
た
佳
で
さ
え
も
か
な
り
の
勇
気
が
い
る
も
の

だ
。
そ
し
て
、
蘭
子
の
不
在
は
今
夜
に
限
っ
た
こ
と
で
は
左
い
・

桧
葉
垣
の
重
厚
な
茂
み
を
抜
け
館
に
近
ず
き
な
が
ら
、
佳
は
母

キ
リ
シ
タ
ン
の
墓

呈

■

が
不
在
の
無
人
の
館
で
過
ご
し
た
淋
し
か
っ
た
幾
夜
々
を
お
も
い

返
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
夜
は
、
な
ん
と
し
ば
し
ば
佳
を
孤
独
と

恐
怖
で
打
ち
の
め
し
た
こ
と
か
。

が
、
き
よ
う
か
ら
は
違
う
。
き
よ
う
か
ら
は
パ
パ
が
い
る
。
館

の
古
い
木
の
扉
の
す
で
に
錆
が
出
て
い
る
鍵
穴
に
相
鍵
を
さ
し
こ

み
な
が
ら
、
佳
は
、
自
分
の
常
に
ひ
も
じ
く
弱
い
獣
の
よ
う
に
お

ど
お
ど
と
敏
感
に
ふ
る
え
て
い
る
胸
に
、
一
木
の
明
る
い
光
線
が

さ
し
こ
ん
で
い
る
の
を
知
っ
て
い
た
。
こ
の
無
人
の
館
の
中
で
じ

っ
と
堪
え
る
、
そ
の
行
為
の
果
て
に
、
佳
の
手
に
ふ
れ
て
く
る
堅

い
が
暖
か
い
掌
の
感
触
が
あ
る
。
佳
を
包
み
こ
む
籾
い
や
さ
し
さ

に
み
ち
た
微
笑
が
あ
る
。

す
で
に
佳
は
、
父
が
娘
に
さ
え
も
秘
密
に
し
て
、
あ
の
願
成
寺

の
庫
裡
へ
む
か
し
愛
し
た
少
女
の
父
を
た
ず
ね
て
い
っ
た
背
信
の

行
為
を
許
し
て
い
た
。

⑤

湿
気
と
カ
ビ
の
臭
い
が
よ
ど
む
館
の
閉
め
さ
っ
た
部
屋
部
屋
の

窓
を
開
け
放
つ
と
、
即
座
に
樹
木
の
か
ん
ば
し
い
香
り
で
飽
和
し

た
初
夏
の
風
が
流
れ
こ
ん
だ
。
軽
快
に
唄
な
ど
口
ず
さ
み
な
が

ら
、
佳
は
館
中
の
電
灯
を
と
も
し
て
ま
わ
る
。
特
に
父
の
部
屋
の

換
気
と
照
明
に
は
気
を
く
ば
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
と
一
時
間
、

い
や
三
十
分
ほ
ど
で
こ
の
屍
の
よ
う
に
冷
え
き
っ
た
部
屋
の
住
人

が
帰
っ
て
く
る
の
だ
。

１
３８

１
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１
３９

、

、 く
い
、
『
、 γ

し
、
う
な
ず
い
て
い
た
。

「
ご
め
ん
よ
、
ケ
イ
・
…
．
．
。
も
う
機
嫌
を
左
お
し
て
く
れ
た

ね
？
」父

は
夜
ふ
け
の
街
で
佳
を
捨
て
た
こ
と
を
す
ま
な
く
お
も
っ
て

い
て
く
れ
た
ノ
．
そ
し
て
、
佳
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
父
の
そ
の
言
葉

だ
け
で
心
が
た
ど
ん
だ
。

裕
作
が
佳
の
明
る
い
微
笑
に
迎
え
ら
れ
て
靴
を
ぬ
ぎ
、
玄
関
の

ホ
ー
ル
に
上
っ
た
、
そ
の
と
き
で
あ
る
。
烏
髄
の
中
で
止
ま
り
木

の
上
を
う
ろ
う
ろ
と
歩
き
ま
わ
っ
た
り
、
羽
ば
た
い
た
り
し
て
い

た
例
の
九
官
鳥
が
、
突
然
し
わ
が
れ
た
声
を
頻
狂
に
は
り
あ
げ
叫

び
だ
し
た
の
で
あ
る
。

「
ラ
ン
。
、
ラ
ン
コ
オ
、
キ
ッ
ト
カ
エ
ッ
テ
ク
ル
、
ラ
ン
コ
ォ

。
・
・
・
。
。
」

聞
き
な
れ
て
い
る
と
は
い
坐
え
、
時
が
と
き
だ
け
に
、
佳
は
そ
の

九
官
鳥
の
奇
妙
な
言
葉
に
当
惑
し
た
。
が
、
そ
れ
以
上
に
、
父
、

裕
作
は
、
そ
の
不
吉
な
感
じ
を
人
に
与
え
る
烏
の
声
に
筋
き
、
凝

然
と
立
ち
す
く
ん
だ
。
顔
色
さ
え
も
心
持
ち
蒼
ざ
め
、
父
は
も
の

問
い
た
げ
に
佳
を
見
つ
め
て
く
る
。
が
、
そ
ん
な
人
間
た
ち
の
狼

狽
の
さ
ま
を
よ
そ
に
、
九
官
鳥
は
な
お
も
叫
び
た
て
る
。

「
ラ
ン
コ
ォ
、
ラ
ン
コ
ォ
、
ア
イ
シ
テ
イ
ル
、
ラ
ン
コ
オ
、
ラ
ン

コ
ォ
、
キ
ッ
ト
カ
エ
ッ
テ
ク
ル
、
マ
ッ
ト
ル
ン
ヤ
ゾ
ォ
、
ラ
ン
コ

オ
、
ラ
ン
コ
オ
、
ラ
ン
コ
オ
．
．
，
…
」

こ
の
叫
び
た
て
る
鳥
と
、
そ
の
陰
に
ひ
そ
む
人
間
同
志
の
葛
藤

の
ド
ラ
マ
を
、
佳
は
ど
の
よ
う
に
説
明
す
れ
ば
い
い
の
か
。
し
か

し
、
言
葉
を
探
す
前
に
、
佳
の
月
か
ら
涙
が
ほ
と
ば
し
っ
た
。

「
パ
パ
ア
ノ
．
」

ま
る
で
駄
々
を
こ
れ
る
幼
女
の
よ
う
に
、
佳
は
父
の
厚
い
胸
に

と
び
つ
き
、
や
が
て
声
を
あ
げ
て
佳
は
泣
き
は
じ
め
た
。
佳
の
脳

裏
を
、
す
ぎ
た
六
カ
月
の
間
に
附
子
を
め
ぐ
っ
て
起
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
事
件
が
閃
光
の
よ
う
に
き
ら
め
き
な
が
ら
よ
ぎ
り
過
ぎ
る
。

老
歌
人
寺
田
春
暁
の
受
賞
を
祝
う
会
で
の
蘭
子
の
愛
人
と
う
わ

さ
さ
れ
て
い
た
脇
坂
紫
峰
の
泥
酔
と
、
塩
屋
海
岸
で
の
失
除
、
蘭

子
の
ス
ラ
ン
プ
、
そ
し
て
深
夜
、
不
吉
な
悠
じ
の
す
る
易
の
老
婆

の
言
葉
に
み
ち
び
か
れ
る
よ
う
に
し
て
ゆ
き
つ
い
た
古
寺
、
願
成

窓
と
い
う
窓
の
す
べ
て
に
灯
を
と
も
す
と
、
館
は
果
て
し
な
く

黒
々
と
広
が
る
樹
海
の
中
を
燦
然
と
輝
き
な
が
ら
漂
流
す
る
船
と

い
っ
た
観
を
呈
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
長
い
航
海
で
疲

れ
き
り
、
眠
り
こ
む
場
所
を
求
め
て
州
っ
て
く
る
海
の
男
、
父
、

裕
作
を
迎
え
る
の
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と
、
佳
に
は
思
え
る
の
だ

っ
た
。熱

い
茶
、
ナ
イ
ト
・
キ
ャ
ッ
プ
用
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
と
グ
ラ
ス
、

氷
な
ど
、
父
を
迎
え
る
準
備
を
万
端
と
と
の
え
、
佳
は
待
っ
た
。

い
つ
も
の
夜
と
同
様
に
、
窓
外
で
は
、
野
鳥
が
添
黒
の
虚
空
を

ギ
ザ
ギ
ザ
と
切
り
裂
く
よ
う
な
「
ギ
ャ
ー
ッ
」
と
い
う
鳴
き
方
で

鳴
き
、
そ
れ
と
呼
び
あ
う
か
の
よ
う
に
、
館
の
玄
関
で
あ
の
老
歌

人
の
遺
品
で
あ
る
黒
い
不
吉
な
烏
、
九
官
鳥
が
羽
ば
た
く
。
が
、

今
夜
の
佳
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
も
の
は
何
一
つ
な
か
っ
た
。
も
う

す
ぐ
に
、
佳
は
父
と
一
緒
の
団
楽
の
と
き
が
も
て
る
の
だ
。

や
が
て
催
の
耳
は
、
待
っ
て
い
た
靴
の
音
を
と
ら
え
た
。
そ
れ

は
、
館
近
く
に
な
っ
て
突
然
わ
き
だ
し
た
か
の
よ
う
に
、
籾
く
正

確
な
足
ど
り
で
戸
ｎ
に
近
ず
い
て
く
る
。
父
の
も
の
で
あ
っ
た
。

佳
は
ソ
フ
ァ
か
ら
は
ね
起
き
、
あ
わ
た
だ
し
く
階
段
を
駆
け
降

り
た
。

「
お
帰
り
、
パ
パ
ノ
仁

佳
の
輝
く
随
に
と
ら
え
ら
れ
た
父
は
、
閉
じ
た
扉
を
背
に
微
笑
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L

寺
で
の
奇
妙
な
老
人
と
の
出
会
い
。
そ
こ
か
ら
口
ひ
ら
い
た
父
と

母
の
秘
密
。

過
ぎ
た
日
々
の
ひ
と
こ
ま
ひ
と
こ
ま
を
お
も
い
だ
す
た
び
に
、

ま
た
新
し
い
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

佳
が
涙
と
共
に
父
の
胸
に
吐
露
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
そ
れ
は

い
つ
か
単
に
、
暗
く
い
び
つ
に
ゆ
が
ん
だ
家
庭
に
対
す
る
不
満
を

う
っ
た
え
る
と
い
う
も
の
か
ら
変
質
し
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い

る
と
い
う
確
証
が
え
ら
れ
ぬ
、
そ
れ
で
い
て
人
を
愛
す
る
た
め
に

は
、
あ
ま
り
に
も
自
己
中
心
的
に
育
て
ら
れ
た
少
女
っ
ぽ
い
未
熟

な
女
の
青
森
の
慎
悩
を
吐
き
だ
す
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、

佳
も
父
の
裕
作
も
知
ら
な
い
で
い
る
。

佳
は
、
い
つ
ま
で
も
泣
い
て
い
た
。
働
突
の
声
が
古
い
館
を
ふ

る
わ
せ
る
。
半
年
の
間
、
ぴ
っ
た
り
と
閉
じ
て
い
た
佳
の
内
側
で

解
け
て
ゆ
く
硬
い
甲
羅
が
あ
る
。
硬
い
甲
羅
は
白
い
涙
と
左
っ
て

流
れ
だ
し
、
裕
作
の
胸
を
ぬ
ら
し
続
け
る
。

裕
作
は
、
女
特
有
の
泣
く
と
い
う
行
為
が
も
た
ら
す
快
感
に
陶

酔
す
る
佳
を
な
す
が
ま
ま
に
ま
か
せ
、
い
た
ま
し
げ
な
表
情
で
じ

っ
と
堪
え
て
い
た
。
や
が
て
、
節
太
い
指
を
も
つ
手
が
、
ゆ
っ
く

り
と
佳
の
肩
に
垂
れ
る
黒
い
髪
に
動
い
て
ゆ
き
、
い
と
お
し
む
よ

う
に
、
愛
撫
す
る
よ
う
に
…
…
。
佳
は
、
鋭
敏
な
感
性
で
父
の
い

た
わ
り
深
い
手
を
受
け
止
め
た
。
涙
が
流
れ
つ
く
し
て
放
心
し
、

む
な
し
く
な
っ
た
胸
の
内
に
は
、
幸
福
左
気
持
が
み
な
ぎ
り
あ
ふ

れ
る
の
だ
ろ
か
。

徒
の
気
持
を
静
め
る
た
め
に
、
そ
の
髪
に
手
を
ふ
れ
る
父
と
、

父
の
胸
に
顔
を
う
ず
め
る
娘
。
そ
こ
に
は
、
父
で
あ
る
こ
と
と
娘

で
あ
る
こ
と
の
存
在
か
ら
大
き
く
は
み
だ
し
た
な
に
か
、
触
れ
て

は
な
ら
ぬ
者
同
志
が
深
く
触
れ
あ
う
と
き
に
見
せ
る
、
あ
の
背
徳

の
美
し
さ
を
さ
え
ほ
の
見
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

事
実
、
佳
は
そ
の
一
瞬
、
父
の
愛
撫
の
感
触
を
喜
こ
び
な
が
ら

断
片
的
に
で
は
あ
る
が
、
あ
る
決
定
的
な
お
も
い
で
気
持
を
昂
揚

さ
せ
て
い
た
。
佳
は
、
ま
だ
閉
じ
た
ま
ま
で
い
る
青
春
を
お
も

い
、
自
分
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
模
様
を
お
も
い
、
二
十
三
歳

に
左
る
現
在
ま
で
、
自
分
は
一
度
で
も
そ
れ
ら
自
分
以
外
に
存
在

す
る
者
の
た
め
に
命
を
捨
て
て
も
い
い
と
お
も
っ
た
こ
と
が
あ
る

か
と
間
う
て
み
る
の
だ
っ
た
。
が
、
当
然
そ
の
よ
う
な
形
で
愛
し

た
他
者
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
こ
の
一
瞬
、
佳
は
断
固

と
し
て
お
も
う
の
で
あ
る
。
い
ま
佳
の
長
い
黒
髪
に
手
を
ふ
れ
る

父
の
た
め
だ
っ
た
ら
、
自
分
は
喜
ん
で
死
ぬ
こ
と
が
で
き
る
に
違

い
な
い
と
。

た
と
え
一
瞬
に
も
せ
よ
父
の
内
に
一
人
の
男
を
、
娘
の
内
に
一

人
の
女
を
見
せ
あ
い
な
が
ら
、
当
人
側
志
は
そ
れ
と
は
知
ら
ず
抱

擁
す
る
形
で
ロ
ビ
イ
に
立
ち
つ
く
す
二
人
の
周
側
、
館
の
外
の
夜

は
更
け
る
と
共
に
一
層
あ
つ
く
闇
を
か
さ
ね
、
深
く
ふ
か
く
沈
黙

し
て
い
た
。

母
の
蘭
子
が
帰
宅
し
た
の
は
、
佳
が
父
を
迎
え
て
か
ら
更
に
三

時
間
も
の
と
き
が
過
ぎ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
グ
ラ
ス
を
傾
け
る
父
に

九
官
鳥
が
こ
の
家
に
持
ち
こ
ま
れ
た
い
き
さ
つ
や
、
脇
坂
紫
岬
と

剛
子
の
こ
と
、
最
近
の
母
の
行
状
な
ど
を
か
い
つ
ま
ん
で
話
し
て

聞
か
せ
、
平
静
に
も
ど
っ
た
ら
し
い
父
が
、
か
な
り
の
距
離
を
お

い
て
そ
れ
ら
の
話
を
聞
き
、
や
が
て
適
当
に
瀦
町
し
て
、
ｎ
分
の

ベ
ッ
ド
で
眠
り
こ
ん
だ
そ
の
あ
と
で
だ
っ
た
。

剛
子
は
、
時
ど
き
や
る
よ
う
に
そ
の
夜
も
歌
仲
間
で
あ
る
二
、

三
人
の
青
年
に
送
ら
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
青
年
た
ち
を
館
の
中
に

招
じ
入
れ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
い
て
す
ぐ
に

追
い
返
そ
う
と
も
し
た
い
で
、
戸
口
の
外
の
ポ
ー
チ
に
た
た
ず

み
、
剛
子
は
青
年
た
ち
を
相
手
に
、
佳
に
と
っ
て
は
際
限
も
な
く

長
い
時
間
に
お
も
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
こ
れ
二
十
分
近

く
も
話
し
こ
ん
で
い
た
。
い
つ
も
の
こ
と
で
あ
る
が
、
た
ぶ
ん
讃

辞
に
対
し
て
食
欲
な
蘭
子
が
、
ま
だ
む
さ
ぼ
り
た
り
ぬ
言
葉
を
、

青
年
た
ち
に
期
待
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

青
年
た
ち
は
酒
気
を
帯
び
て
い
る
ら
し
く
、
二
階
の
窓
ぎ
わ
で

よ
う
す
を
う
か
が
う
佳
の
耳
に
も
響
く
ほ
ど
の
高
い
声
を
出
す
と

き
が
あ
っ
た
。

「
本
当
に
、
僕
等
に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
で
す
よ
。
あ
な

た
が
こ
ん
左
鋭
い
感
受
性
の
持
主
だ
っ
た
っ
て
こ
と
…
…
」

と
、
常
々
、
絶
対
に
酒
を
た
し
な
む
こ
と
が
な
い
の
に
、
い
つ

も
醒
め
た
冷
静
な
表
情
で
酒
席
に
は
べ
る
こ
と
は
辞
さ
ぬ
蘭
子
の

リ
ン
と
し
た
笑
声
だ
け
が
、
夜
の
ポ
ー
チ
か
ら
佳
の
い
る
二
階
の

’
4０
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い
、
あ
な
た
、
す
ば
ら
し
い
わ
」

や
が
て
、
は
じ
め
と
う
っ
て
変
っ
た
、

窓
辺
ま
で
響
き
あ
が
っ
て
く
る

「
浪
慢
派
歌
人
の
領
域
を
見
砺

「
僕
は
い
ま
剛
子
さ
ん
に
嫉
妬

「
ま
、
嫉
妬
だ
ま
ん
て
、
ご
冗

ひ
と
き
わ
高
い
鈴
を
振
る
よ

子
の
声
が
急
に
艶
を
帯
び
、
青

か
っ
て
話
し
か
け
る
ら
し
く
、

「
わ
た
く
し
か
ら
い
わ
せ
て
い

若
い
と
い
う
こ
と
は
、
何
に
も

も
い
ま
す
の
よ
、
本
当
に
、
あ

て
未
知
数
の
若
さ
の
う
ち
に
あ

り
と
濡
ら
す
よ
う
な
笑
声
。
そ

声
に
は
、
人
正
的
に
造
ら
れ
た

こ
の
手
折
ら
れ
る
の
を
待
つ

ぬ
聞
子
の
語
調
と
笑
声
を
、
眠

聞
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

佳
の
胸
も
と
を
、
脈
悪
感
が

く
る
。
ポ
ー
チ
に
た
む
ろ
し
て

人
の
家
庭
の
平
和
を
乱
し
て
群
れ
る
カ
ラ
ス
野
郎
ど
も
／
、

佳
の
行
為
は
、
そ
れ
と
気
ず
か

部
屋
の
中
で
、
佳
は
糠
脈
な
罵
り
声
を
あ
げ
た
け
れ
ど
、
お
も

っ
た
通
り
に
彼
等
を
追
い
散
ら
す
決
断
は
つ
か
な
か
っ
た
。
と
い

う
の
も
、
も
し
父
が
眠
り
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
あ
と
だ
っ
た
ら

と
い
っ
て
花
壇
か
ら
切
り
取
っ
て
さ
し
だ
す
純
白
の
百
合
の
花

を
青
年
た
ち
が
あ
り
が
た
げ
に
受
け
と
る
と
い
う
い
た
っ
て
古
風

な
少
女
趣
味
的
な
幕
切
れ
を
最
後
に
、
青
年
た
ち
は
姉
っ
て
い
つ

み
を
自
覚
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
す
と
の
配
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。

若
い
佳
を
い
ら
だ
た
せ
て
延
々
と
続
く
と
お
も
え
た
附
子
た
ち

た
い
。
深
夜
と
い
う
よ
り
も
す
で
に
夜
明
け
に
近
い
時
間
に
、
他

と
引
き
開
け
、
割
れ
か
え
る
ほ
ど
の
大
声
で
追
い
敵
ら
し
て
や
り

の
話
の
や
り
と
り
も
、
や
が
て

ず
心
を
安
め
て
い
る
父
に
傷
の
瓶

「
手
造
り
で
す
け
れ
ど
も
：
…
・
」 の

低
く
バ
イ
ブ
レ
イ
ト
さ
せ
る
笑

女
の
梢
が
感
じ
ら
れ
る
。

槌
の
婆
を
連
想
さ
せ
ず
に
は
お
か

り
こ
む
ま
え
の
夫
、
裕
作
も
ま
た

た
だ
き
ま
す
と
ね
え
、
篠
脱
さ
ん

ま
し
て
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
お

な
た
。
才
能
も
可
能
性
も
、
す
べ

る
の
で
す
も
の
…
…
。
す
ば
ら
し

の
で
．
あ
る
。

に
脱
皮
な
さ
っ
た
ん
だ
か
ら
…
」

を
、
し
て
い
る
…
…
」

談
ば
か
り
…
・
・
・
」

う
な
笑
声
を
響
か
せ
た
あ
と
、
曲

年
た
伽
ら
の
う
、
ち
の
た
だ
一
人
に
む

聞
子
が
、

黒
い
塊
に
な
っ
て
つ
き
あ
が
っ
て

話
す
彼
等
の
頭
上
の
窓
を
ガ
ラ
リ

言
葉
の
語
娃
を
し
っ
と

た
。で

、
惟
は
、
足
音
を
殺
し
て
階
段
を
降
り
、
附
子
の
部
屋
の
戸

を
洗
い
仕
稚
で
開
け
た
の
で
あ
る
。

「
パ
パ
も
う
眼
つ
た
わ
よ
／
Ｌ

詰
問
す
る
口
調
と
、
鋭
く
尖
っ
た
ま
な
ざ
し
を
、
入
っ
て
き
た

催
の
方
に
振
り
む
こ
う
と
も
し
な
い
剛
子
の
背
に
射
こ
む
と
。

「
そ
う
…
…
」

気
の
な
い
返
事
を
し
て
、
な
お
も
佳
に
背
を
む
け
て
い
る
。
一

瞬
ま
え
、
若
い
男
た
ち
と
共
に
い
た
と
き
の
陶
酔
が
ま
だ
さ
め
ぬ

た
め
か
と
あ
や
し
み
見
直
す
佳
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
背

は
ま
ぜ
か
硬
く
冷
た
く
よ
る
っ
て
い
る
。

母
と
娘
は
、
互
い
に
黙
り
こ
み
立
ち
つ
く
し
て
い
た
。
そ
の
二

人
の
間
に
わ
だ
か
ま
る
硬
い
沈
黙
は
、
館
中
を
じ
ん
と
冷
え
さ
せ

館
の
外
の
開
の
虚
空
を
氷
ら
せ
て
ゆ
く
。
そ
の
氷
る
虚
空
を
勉
裂

が
走
る
よ
う
に
、
附
子
が
帯
を
解
く
絹
ず
れ
の
帝
が
．
…
：
そ
れ

は
、
な
ん
と
も
孤
独
な
女
が
奏
で
る
音
で
あ
っ
た
。

剛
子
の
背
に
は
り
つ
い
て
離
れ
ぬ
ｎ
分
の
視
線
を
も
ぎ
は
な
す

よ
う
に
し
て
自
室
に
ひ
き
と
る
佳
は
、
ふ
と
妻
の
乱
行
に
近
い
行

為
を
無
限
に
許
す
父
と
、
あ
の
由
佳
子
と
い
う
女
の
色
あ
せ
た
写

真
の
顔
を
お
も
っ
て
い
た
。
も
し
い
ま
の
蘭
子
と
同
じ
行
為
を
生

き
永
ら
え
た
由
佳
子
が
し
た
な
ら
ば
、
裕
作
は
由
佳
子
を
許
し
た

ろ
う
か
と
の
疑
問
が
佳
を
と
ら
え
る
。
そ
し
て
、
た
だ
一
度
の
過

失
を
決
し
て
妻
に
許
さ
な
か
っ
た
村
重
船
長
と
呼
ば
れ
る
男
の
激

し
さ
。佳

は
、
二
人
の
男
が
妻
に
示
す
両
極
の
行
為
、
撒
底
し
た
寛
容

の
う
ち
に
男
の
内
面
に
持
つ
恐
ろ
し
さ
と
深
淵
が
あ
る
と
感
じ
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
無
限
に
許
さ
れ
て
い
る
剛
子
の
背
中
が
持
っ

て
い
る
硬
い
淋
し
げ
な
表
情
。
佳
は
な
ぜ
か
、
脳
裏
に
あ
の
願
成

寺
の
庫
裡
に
住
む
奇
妙
な
老
人
の
、
遠
い
さ
い
は
て
の
地
に
堕
ち

て
い
っ
た
妻
の
姿
を
、
豊
か
な
肉
感
を
も
っ
て
連
想
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
佳
が
連
想
し
た
そ
の
女
は
、
剛
子
よ
り
も
は
る

か
に
し
あ
わ
せ
そ
う
に
な
ど
ん
で
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か

と
。

（
つ
づ
く
）

１
４
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三恵洋服店

元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5
元町３T E L ( 3 2 1 ) 0 3 5 6

亡…蝶襲イズ 画
旧
艮

削瓢瀧十赫

露物の２１』下
古い老舗l i 〔蒲卯包城

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれをノ
確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

神戸三宮センター街ＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 2 5 6

1４２

元町４丁目ＴＥＬ( 3 4 1 ) 7 2 9 0

一財

太 田篭甲店

ＭｒｂＫｅｎｔ

ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな
スコッチ風の店舗
それがFunakIyaです

亜ｅｍｔｓｈｏｐ
園F 同圏固くつ甲美術品とアクセサリーの専門店
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生田区北長狭通2 ( 阪急西、) ＴＥＬ( 3 3 1 ) 2 8 1 7 . 3 1 7 3

営業時間
Ａ､Ｍ､ 1 1 . 3 0～Ｐ,Ｍ9 . 0 0

1４３

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

高級紳士服専門店

神戸テーラー

さんちかメンズタウンＴＥＬ( 3 9 1 ) ０３８８額末績譲 三宮・大丸北
トア・ロード
(331)1309.6234

お
す
“
レ

イ
ぬ
ぶ
ら

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ

禁
漁
本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
麺
）
雨
印
赤
池
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
狐
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

コンタクトレンズ
日本コンタクトレンズ鶴会会貝

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ( 2 5 1 ) 8 1 6 1 . （2 3 1 ) 2 5 7 0
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安福又四郎商店滋

吟＆

一ゅＪＲ

‘＆
劉

間晶型

諺、

むゃ
さっ

;ばとり
んフ
かま
つい

酒
徒
な
れ
ば

だ
れ
も
が
選
ぶ

灘
の
生
一
本

大
黒
正
宗

お
も
ち
ゃ
の
茄
メ
ヤ

三
宮
方
面
で
の
お
叉
物
は
…
．
．
．

さ
ん
ち
か
店
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
甑
４
０
４
５

三
宮
店
セ
ン
タ
ー
街
大
洋
劇
瑚
寮
閑
師
４
９
６
９

元
町
方
面
で
の
お
買
物
は
・
・
…
．

元
町
店
元
町
通
３
丁
目
山
倒
副
０
０
９
０

バ
ン
ブ
ウ
店
元
町
通
１
丁
目
不
二
家
前
醜
０
７
６
８

愚
溌
》

で
ん
わ
・
知
’
三
七
七
一

弧
’
○
六
三
四

弧
１
○
六
三
五

ＴＥＬ３９１－１５９０，
２丁目1 2 - 6 7

Ｉ
Ｆ．§

ﾛ 趣冨ずＵぞ

i 醗睡

騨灘

金剛山西入る
生田区北長狭通ドイツ風

居酒屋

’
4４

清酒典黒災宗
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『
，
Ｐ
戸 番匙

ＹＭ心Ａ

伊
藤
ピ
ル
三
階

生田神社

1Ｅｆ

『 町

スタンド

千 景
生田区中山通２丁目7 5 伊藤ビル３Ｆ

ＴＥＬ３３１－９５９２

ＳＡＣＫ

ｍ 山荘ＤＲＩＮＫｌＮＧ

4 1 皇田区北長狭通１１. I I 2 2
T E L 3 9 1 - 5 8 2 3

F 一コ

■■■■

1４５

生

’

★生田神社西門にある伊藤ピル．の３階に、スタンド‘‘千景”が誕生し
た。
３階エレベーターのすぐ前にある扉を押すと、シックなＫＯＢＥらし

い落ちついたインテリアの中から‘‘いらっしゃい”とママの河野千景さ
んが声をかけてくれる。和服のよくにあう可愛いい感じのママ。バーテ
ンの中西貞成さんも、１４年のキャリアが自然に店の中をリラックスなム
ードにしている。その他に女の子が３人ｐ
「まだカラーが出来あがっていませんけれど、これからいらっしゃるお
客様に合わせてじよじょに店づくりをしますわ」と。
水割り（ミネラルウオーター）オールド4 0 0 円、ビール3 0 0 円、スコッ
チ6 0 0 円、バーテンの中西さんによる毎日変る小鉢物も魅力の一つ。ビ
ジネスマンや中年の人々にも人気がある。
営業時間午後６時- 1 2 時。

☆生田筋､ 上高地検の道を束に入るとすぐ目につくのがスナック" 山荘”
だ。

戸を開けて一歩中に入ると活気の溢れた若やいだ雰囲気にまず驚く。
古いランプと、野曲した珍しいカウンター、背後のスイスアルプスの大
きなパネル等が山小屋的な楽しいムードをかもし出している。毎日午後
８時からギターの生演奏もあり、マスターの上松さんが評する通り、強
烈な個性をもった魅力あふれるスナックだ。
ニッカウイスキーＧ＆Ｇ密3 5 0 ビール薯2 5 0

スパケティ、スープその他各種小料理
P .Ｍ､ 6：００～Ａ､Ｍ､２：００第１、第３臼吸日休み。
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